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VOPバイブルスクール
〒241-8501 横浜市旭区上川井町846

郵 便 は が き

2 4 1 8501

横浜市旭区上川井町846

VOPバイブルスクール行

ご意見、ご感想をお書きください。

ながら、如
い

何
か

に生きるか、問題はそれなのだ」。

自分の死を自覚し、考えることができるのは人間

だけです。「一度だけ死ぬことと、死んだ後さばきを

受けることが人間に定まっている」と聖書にありま

す。自分の終わりがいつ来るかだれにもわかりませ

ん。そのときにあわてふためくことのないよう平素

から自分の人生観、死
し

生
せい

観
かん

をしっかり持っておきた

いものです。

いのちの価値は長さではない

近代医学はいのちを延
の

ばすことを目的としてきま

したが、近年、長さよりいのちの質が問われるように

なりました。平均寿命が世界一長くなっても、死は平

等にすべての人に必ずやってきます。その時には、慚
ざん

愧
き

や後悔の念ではなく、平安と感謝の念をもって終

わりを迎えたいものです。

しかし、それは死を前にして急にできることでは

ないようです。それまでのその人の生きざまの積み

重ねがそこに現れるのです。

ホスピスで多くの患者を看
み

取
と

ってきた柏木哲夫医

師は、自らの体験を次のように語っておられます。

「多くの人々の死を看取ってきて、最も強烈に印象

に残り、また教えられたことは『人は生きてきたよう

に死んでいく』ということです。言い換えれば『人は

生きてきたようにしか死ねない』ということです」。

よき死を迎えるためには、よき生を生きなければ

なりません。死を考えることは、生を考えることに他

ならないのです。

死
か
ら
生
を
学
ぶ

い
の
ち
を
考
え
る
と
い
う
こ
と
は
、

死
を
考
え
る
こ
と
で
あ
り
、

死
か
ら
ま
た
生
を
考
え
る
知
恵
が
必
要
で
す
。

７
お手数ですが

切手をお貼りください

祈 り の 言 葉

神さま、人生には必ず最期が
やってくることを考えると
恐ろしくてたまらなくなってしまいます。
死を見据えて生きるためには
あなたから勇気をいただくことが必要です。
神さま、あなただけが死を支配しておられます。
どうぞ私の今日の歩みを
希望と平安へと導いて
よく生きることができるように助けてください。

おもて面（外側） 表紙

メールアドレス :info@vopjapan.net

https://vopjapan.net/
17101000プ



ＶＯＰバイブルスクール入門講座・問題

ＶＯＰバイブルスクール入門講座・答案用紙

お名前　　　　　　　　　　　　　　　

ご住所

ＴＥＬ　　　　　　　（　　　　　　　）

黒のペンでていねいにご記入ください。（□の中に印をつけてください）

〒

フリガナ
登録番号

解答１

解答２

解答３

解答４

考えたくない確かなこと

「不確実性の時代」といわれてから久しくなります。

変化の激しい、何事も予測するのがむずかしい時代

です。日本人の死亡原因も第１位が脳
のう

卒
そっ

中
ちゅう

から、がん

にかわりました。そのがんの中でも肺がんが胃がん

にかわって１位になりました。しかし昔も今も日本

人の死亡率は100％です。

しばらく前のことになりますが、ある新聞の身上

相談欄に学生からのこんな投書が載りました。

「僕は人間が死んだらどうなるかを考えました。し

かしさっぱりわかりません。ただ死というものは何

よりも恐ろしいもののような気がします。でもいく

ら死にたくなくても人間死ななければならない、そ

う思うとよけいに恐
こわ

くなってきます。死ぬときには、

喜んで死ぬことができるようにしましたがダメです。

その悩みを日記に書いておいたりしますが、あと

で日記を見た時、思い出してはいけないとそれを消

してみたり、そんなことばかり繰り返して忘れるこ

とができないのです。僕は何でこんな質問と笑われ

そうな気がしますが真剣に悩んでいるものです。笑

わないで教えてください」（足立区Ｍ生）。

担当の回答者の回答は次のようなものでした。

「……そこでわたしはあなたに次のように心がけて

いただけたらと思うのです。それは毎日の生活の中

でそうした考え（死の恐怖）をもつ余裕のないように

努力すること、つまり仕事、勉強、運動、娯楽、食事、睡

眠といった人間の営
いとな

みの各場合にそのことに対して

全精神を集中し、没頭しきれる習慣をつけるように

心することです。

もしふと死について思い出したらすぐ他のことに

転換する。たとえばそれを明日の楽しい計画にでも

きりかえてごらんなさい。できる場所ならラジオ体

操をはじめてもよいでしょう。そうしている中には

必ず死を忘れている間隔が長くなり、いつの間にか

思い出さなくなると思われます」。

仮にこの若者がアドバイスに従って首
しゅ

尾
び

よく死を

忘れることに成功しても、死はこの若者を忘れては

くれないのです。職を失う、手足を失う、全財産を失

う、いずれも真剣に考えざるをえない重大事です。し

かし死では自分そのものがなくなってしまうのです。

なぜそのことを、みな考えまい、忘れようとするので

しょう。

限りあるいのちを生きる

観光地によくタイマー付きの望遠鏡が設置されて

います。時間が来たらシャッターが切れ、何も見えな

くなります。漫
まん

然
ぜん

と何も考えずに時を過ごし、見るべ

きところも見ないうちに時間切れになってしまった

らみじめです。望遠鏡はもう一度お金を入れればま

た見ることができますが、人生はそうはいきません。

終わりが来ることを頭に入れず、いつまでも生きる

かのように生きているとすれば、それは錯
さっ

覚
かく

であり、

うかつな生き方といわねばなりません。

同じような重
じゅう

罪
ざい

で監
かん

獄
ごく

で暮
く

らす囚
しゅう

人
じん

でも、死
しけいしゅう

刑囚

と無
むきしゅう

期囚では一日一日の意味がまったく違うようで

す。日々近づく終わりを意識している死刑囚は、多く

の場合、短歌や俳句などに思いを託し、残された毎日

をたいせつに生きようとします。それに対して無期

囚は変わりばえのしない日々を無感動に生きている

者が多いのです。終わりを意識する生き方は、生の充

実につながります。いのちを考えるということは、死

を考えることであり、死からまた生を考える知恵が

必要です。アメリカ人は死ぬときは、終わりを自覚し

て準備ができる「がん」がよいと考えるのに対して、日

本人はポックリ往
い

くことを望む人が多いといわれて

います。

死の１か月前、牧師である夫から自分ががんであ

ることを知らされた原崎百
もも

子
こ

さんはその日の日記に

こう記しました。

「わたしの生涯は今日からが本番なのだ。これまで

の一切は、これからの日々のためのよい準備でもあ

った。……よき死とは、死ではなく生の形なのだ。生

活の最後の部分を、避けがたい死を見据
す

え

問題１．	死に対しての一般的な考え方は何ですか。

問題２．	死に対する人間の錯覚は何ですか。

問題３．	どのように人間は死んでいきますか。

問題４．	あなたは死を考えずに生きていますか。もしそうだとし
たらなぜですか。また、自分の死についてどのようなこ
とを思いますか。

７

７

（裏面へ続く）

□忘れようと努力する
□真剣に向き合う
□喜んで受け止める

□人生の終わりを意識して生きてしまう
□いつまでも生きるかのように生きてしまう
□自分の人生観、死生感をもって生きてしまう

□みな平安と感謝をもって死ぬ
□みな後悔の念をもって死ぬ
□生きてきたように死ぬ

裏面（内側）


